
唐
で
は
歴
代
、
少
く
と
も
白
樂
天
の
時
代
ま
で
、
唐
の
前
二
代
の
、
南
北
朝
の
北
朝
後
周
の
皇
帝
宇
文
氏
と
隋
の
楊
氏
の
末
裔
を
、

國
の
賓
客
と
し
て
優
遇
し
、
公
式
行
事
に
參
列
さ
せ
て
ゐ
た
と
申
し
ま
す
。
唐
の
歴
代
の
皇
帝
の
出
た
李
氏
は
、
隋
の
楊
氏
と
同
じ
く
、

漢
族
の
姓
を
名
乗
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
も
と
も
と
鮮
卑
族
で
あ
り
、
楊
氏
も
、
本
來
の
鮮
卑
族
の
名
の
宇
文
氏
も
同
樣
で
あ
っ
て
、
し
か

も
三
氏
は
互
ひ
に
姻
戚
關
係
を
結
ん
で
居
り
ま
し
た
か
ら
、そ
の
こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
漢
土
で
は
、
二
代
前
ま
で
の
君
主
の

子
孫
を
禮
遇
す
る
の
が
、
「
禮
記
」
に
示
さ
れ
た
儒
教
的
慣
例
だ
っ
た
や
う
で
す
。
後
の
時
代
の
宋
や
元
や
明
の
時
代
に
な
る
と
、
こ

の
慣
例
は
守
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
漢
土
に
そ
の
や
う
な
慣
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
で
せ
う
。
漢
土
の
「
革

命
」
な
る
も
の
は
、
宦
官
や
纏
足
と
並
ん
で
、
日
本
人
が
幸
ひ
に
も
漢
土
か
ら
受
容
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
「
革
命
」
で
あ
っ
て

も
唐
の
時
代
ま
で
は
ま
だ
こ
ん
な
、
日
本
人
に
も
違
和
感
の
な
い
慣
例
が
あ
っ
た
の
で
す
。
た
だ
白
樂
天
は
漢
土
の
人
ら
し
く
、こ
の

慣
例
の
政
治
的
意
義
を
強
調
し
過
ぎ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

二
王
後

明
祖
宗
之
意
也

二
王
の
後

祖
宗
の
意
を
明
ら
か
に
す
る
也

二
王
後

彼
何
人

二
王
の
後

彼
れ
何
人
ぞ

介
公
蝦
公
爲
國
賓

介
公
蝦
公
國
賓
と
な
る

周
武
隋
文
之
子
孫

周
武
と
隋
文
の
子
孫
な
り

古
人
有
言
天
下
者

古
人
の
言
へ
る
あ
り
天
下
は

非
是
一
人
之
天
下

是
れ
一
人
の
天
下
に
非
ず
と

周
亡
天
下
傳
于
隋

周
亡
び
て
天
下
は
隋
に
傳
は
り

隋
人
失
之
唐
得
之

隋
人
之
を
失
ひ
て
唐
之
を
得

唐
興
十
葉
歳
二
百

唐
興
り
て
十
葉

歳
二
百

介
公
蝦
公
世
爲
客

介
公
蝦
公

世
よ
客
と
な
る

明
堂
太
廟
朝
享
時

明
堂
太
廟

朝
享
の
時

て
う
き
や
う

引
居
賓
位
備
威
儀

引
き
て
賓
位
に
居
り
威
儀
に
備
ふ

備
威
儀

助
郊
祭

威
儀
に
備
へ
郊
祭
を
助
く
る
は

高
祖
太
宗
之
遺
制

高
祖
太
宗
の
遺
制
な
り

不
獨
興
滅
國

獨
り
滅
び
た
る
國
を
興
す
の
み
な
ら
ず

不
獨
繼
絶
世

獨
り
絶
え
た
る
世
を
繼
が
し
む
る
の
み
な
ら
ず

欲
令
嗣
位
守
文
君

位
を
嗣
ぎ
文
を
守
る
君
を
し
て

亡
國
子
孫
取
爲
戒

亡
國
の
子
孫
を
取
り
て
戒
と
爲
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り

（
大
意
）
二
王
の
後
裔
と
は
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
介
公
は
後
周
の
武
帝
の
、
蝦
公
は
隋
の
文

帝
の
子
孫
で
あ
る
。
國
の
賓
客
と
な
っ
て
ゐ
る
。
古
人
が
、
天
下
は
一
人
の
天
下
で
は
な
い
と
言
っ
て
ゐ

る
。
南
北
朝
北
朝
の
後
周
が
亡
國
と
な
っ
て
、
隋
の
天
下
と
な
り
、
隋
も
亦
天
下
を
喪
っ
て
、
唐
の
天
下

と
な
っ
た
。
唐
が
興
っ
て
か
ら
十
代
二
百
年
、
介
公
と
蝦
公
は
代
々
唐
の
賓
客
の
待
遇
を
受
け
て
來
た
。

皇
帝
が
宮
殿
や
太
廟
で
行
ふ
儀
式
や
祭
祀
の
際
、
二
人
の
公
は
、
國
の
賓
客
の
席
に
招
待
さ
れ
て
、
行
事

の
權
威
を
高
め
る
。
行
事
の
權
威
を
高
め
、
行
事
に
參
加
し
て
貰
ふ
の
は
、
高
祖
と
太
宗
の
遺
し
た
制
度

で
あ
る
。
そ
れ
は
滅
び
た
國
を
復
興
さ
せ
、
絶
え
た
家
を
繼
續
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
唐
の
帝
位
を
嗣

一

白
氏
文
集

十
五

二
王
後

加

藤

淳

平



ぎ
文
化
傳
統
を
守
る
君
主
に
、
亡
國
の
子
孫
を
見
て
自
ら
の
戒
め
と
し
て
欲
し
い
か
ら
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
受
附
）

二


